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お話する内容

技術士制度の概要

主旨

技術士への経路

技術士試験の概要 ～改正ポイントを中心に～

日程

第一次試験

第二次試験

技術部門・選択科目の見直し
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技術士制度の主旨

技術士制度は、

科学技術に関する技術的専門知識と
高等の応用能力及び豊富な実務経
験を有し、公益を確保するため、高い
技術者倫理を備えた、優れた技術者
の育成を図るための国家資格認定制
度。

日本技術士会「技術士制度について」
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技術士制度の主旨

科学技術に関する高度な知識と応用
能力及び技術者倫理を備えている有
能な技術者に技術士の資格を与え、

有資格者のみに技術士の名称の使
用を認めることにより、技術士に対す
る社会の認識と関心を高め、科学技
術の発展を図る。

日本技術士会「技術士制度について」
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第４期科学技術基本計画(平成２３年８月)

Ⅳ．基礎研究及び人材育成の強化

３．科学技術を担う人材の育成

（１）多様な場で活躍できる人材の育成

③技術者の養成及び能力開発

科学技術イノベーションの推進において、産業界とそれを支え
る技術者は中核的な役割を果たしている。また、技術の高度化、
統合化に伴い、技術者に求められる資質能力はますます高度
化、多様化している。このため、国として、こうした変化に対応し
た技術者の養成と能力開発等の取組を強化する。

＜推進方策＞

国は、技術士など、技術者資格制度の普及、拡大と活用促進
を図るとともに、制度の在り方についても、時代の要請に合わせ
て見直しを行う。また、産業界は、技術士を積極的に評価し、そ
の活躍を促進していくことが期待される。
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技術士への経路
★文部科学大臣指定 日本技術者教育認
定機構（ ＪＡＢＥＥ） 認定コース

４年(７年)

４年(７年)

７年(10年)
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平成25年度試験日程

時 期 事 項

一次試験 6/3 受験申込書配布開始

6/10～7/1 受験申込受付

10/14 筆記試験

12月中旬 合格発表

二次試験 4/1 受験申込書配布開始

4/10～5/8 受験申込受付

8/4 筆記試験

10月下旬 筆記試験合格発表

11月～1月(指定の1日) 口頭試験

3月上旬 口頭試験合格発表
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技術士試験の改正①

第４次科学技術基本計画

国は、技術士など、技術者資格制度の
普及、拡大と活用促進を図るとともに、
制度の在り方についても、時代の要請
に合わせて見直しを行う。また、産業界
は、技術士を積極的に評価し、その活
躍を促進していくことが期待される。
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技術士試験の改正②

前回までの主な改正

平成１３年度、平成１９年度

↓

産業構造の変化

産業構造と技術士制度のミスマッチ

↓

技術士制度の在り方見直し

平成２５年度 技術士試験の改正
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技術士試験の改正③

目的

多くの優秀な技術者の技術士資格の取得を促し、
技術士制度のさらなる普及・拡大を図る

今回の技術士試験の改正 →後ほど説明

技術士制度の在り方を見直し(今後)

技術士資格の必要性

技術士資格の活用促進する

技術士資格の取得方法
13



一次試験の概要

Ⅰ基礎科目 科学技術全般の基礎知識

Ⅱ適性科目 技術者倫理の適性

Ⅲ専門科目 当該技術部門の基礎的および

専門的知識
・全て択一式

・難易度は大学の自然科学系学部の専門教育程度

・25年度より、JABEE 認定学士課程に加えて

ＪABEE 認定修士課程も一次試験免除
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一次試験 新旧対照①

15



一次試験 新旧対照②
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二次試験の概要

【筆記試験】

Ⅰ必須科目 当該技術部門全般の専門知識

Ⅱ選択科目 選択科目の専門知識と応用能力

Ⅲ選択科目 選択科目の課題解決能力

・25年度より必須科目は択一式、選択科目は記述式

【口答試験】

Ⅰ技術的体験を中心とする経歴内容と応用能力

Ⅱ技術士としての適性と一般的知識
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二次試験 新旧対照①

必須科目の試験方法変更(記述式→択一式)
選択科目の新設
技術的体験論文の廃止
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二次試験 新旧対照②

試験時間の短縮(４５分→２０～３０分)
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二次試験で問われること

20



プロフェッショナル・
コンピテンシー

技術士にふさわしい
「成果を生む思考・
行動特性」

21



技術部門・選択科目の見直し

技術士を取り巻く環境の変化

→選択科目を時代のニーズに合ったものに見直し、受験者
数が少ないものは在り方を検討

→産業界における技術士資格の活用につなげる

（見直しの考え方）

・今後２年程度の受験者数動向を見て、受験申込者数が20
部門全体の0.05％を下回る選択科目は廃止を含めた在り方
の検討

・0.1％を下回る選択科目は他の選択科目との統廃合や内
容の変更

・現在９６ある選択科目の総数を上回らない
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最後に

試験改正により不安に感じる方も多いはず。

しかし、みんな条件は同じ。

試験改正をチャンスととらえ、

早めの対策で合格をつかんで下さい！
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